




～  ゼミナール活動による実践  ～  
和歌山大学経済学部  












り決めで 3 年間つづいた。  
北山村へは、わたしが初めて訪れたときに比べて、格段に便利になった。当時、北山村
への道は、国道 42 号を南下し三重県熊野市から行くか、奈良県五条市から国道 169 号を





























2010 年 5 月、その太田地区で農家有志の組織である「太田地おこし会」と協同で休耕田
の利活用モデルの研究を目的に、1.6 反（16 アール）の 2 枚の休耕田を借りてコメ作りを
始めた。田植えは、 12 人の学生のほぼ全員が初体験であった。 7 月には田の草取りをし、
稲刈りは、9 月初めに行なった。シカや虫による被害にあったものの、 350 キロほどのコ
メを収穫した。精米したコメは、農家の協力を得ながら、イベントなどの会場で学生たち
が販売し、完売した。  
翌 2011 年は 1 反の休耕田を耕作し、8 月下旬に刈り取った。しかし、収穫したコメを保
管してもらっていた農家の乾燥機が 9 月初めの台風で水没し、収穫はゼロとなった。2012





































ある。太田地区で活動を始めて 3 回目の夏を迎えた。  
 
聞き取り調査から始める商店街での連携  




















いろいろな取り組み  しかし人通りは少ない  
紹介記事 
 
11 
たい。信頼できるのは自分による一次情
報、そのためにはみずからの五感を研ぎ
すます必要がある。現場に謙虚であると
き、歩いた距離は人を裏切らない。その
最初の一歩を踏み出すかどうかだ。学生
が楽しみながら行動を起こすには、好奇
心の扉を開くインセンティブが必要であ
る。  
フィールドは、どうしていつも遠い場
所なのか。これも学生がしばしば発する
問いである。和歌山市から約 200 キロ、
自動車でも特急でも約 3 時間、多くのも
のが行きたがらない「辺境」だからこそ、
やりたいではないか。だれもやりたがらない、からこそ意味がある。  
学生と地域住民が価値を共有し合い、連携と交流の仕組みを構築していく。地域住民と
学生が協同でつくりあげていく地元学は、その一手法である。わたしたちのゼミナールを
主体とした地域づくりの実践は、さらに進化することが求められているが、自主と自律、
互恵の精神を大切に、地域に学び、地域とともにあるゼミ活動は、地域再生への道を開く
可能性をもっている。さあ、フィールドに出よう。  
仲之町商店街の乾物店で  
